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概要
質問応答は，自然言語処理における重要な研究

テーマの一つである．質問応答の研究は，自然言語
処理研究の黎明期である 1960年代から継続的に取
り組まれてきた [1]．また，深層学習技術の進展と
言語資源の充実により，質問応答研究は世界的に盛
り上がりを見せている．特に，SQuAD [2]のような
大規模な質問応答データセットや，BERT [3]の登場
により，質問応答研究は飛躍的な進展を遂げた．
ただし，質問応答研究の多くは英語で作成された

データを用いて実施されており，日本語での質問応
答の評価はほとんどなされていない．そのため，日
本語での質問応答技術がどの程度発展しているの
か，その到達点は明らかになっていない．昨今の深
層学習技術を質問応答に適用する方法では，言語の
違いによる達成度の差異はあまり着目されてこな
かったが，扱える言語表現の違い，学習データなど
の知識源の質や量の違いなど，言語が異なることに
よる影響は十分に考慮すべき課題と考えられる．こ
のような背景のもと，日本語での質問応答技術が今
後発達していくためには，まず日本語を用いた質問
応答技術の現状を明らかにした上で，解決するべき
課題を明確にすることが必要である．
そこで本論文では，日本語による質問応答技術の

現在の到達点と課題を明らかにし，その上で日本語
質問応答システムの今後の改善の方向性を示すこ
とを目的とする．これまで日本語の質問応答技術を
評価するための評価データは整備されてこなかっ

たが，本論文では評価データとして，著者らが企画
し運営してきた日本語質問応答のコンペティショ
ン「AI王～クイズ AI日本一決定戦～」1）のために作
成したデータセットを用いる．また，評価対象の質
問応答システムには，これまでに実施されたコンペ
ティションに提出されたシステムと，汎用の質問応
答システムとして利用できる ChatGPTおよび GPT-4
を用いる．これらのシステムが出力した全解答に対
して，それぞれのシステムの特徴と，正解した，ま
たは不正解の問題文の中に共通した傾向があるかと
いった全数チェックを人手で行い，現在の質問応答
技術で正答できる，またはできない問題文の特性を
分析する．また，システムの特徴に応じた正解の傾
向なども調査し，そこから一般化できる知見がない
か考察する．以上の分析や考察を踏まえた上で，日
本語質問応答システムの改善の方向性を示す．
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1） https://sites.google.com/view/project-aio/home
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